
    

 

〈表現〉 

イメージを動きや言葉で表現できる子を育てる援助の工夫 

―劇遊びから劇創りを通して― 

 

沖縄市立美里幼稚園 教諭 仲 田 幸 世 

Ⅰ テーマ設定の理由 

幼児を取り巻く環境は少子化，核家族化，共働き世帯の増加により，家族間のコミュニケーション不

足は大きな問題となっている。また，友達と一緒に遊ぶ経験や人とかかわる経験が少なくなり，自己中

心的な思考から相手の立場に立った思考を育てていく機会も少なくなってきている。このような実情の

中，幼児が自分の思いや考えを話したり，自分で考え自分で行動したりする経験を重ねることが幼児期

の発達において大切なことであり，生きる力の基礎となると考える。 

幼稚園教育要領によると，「感性と表現に関する領域『表現』」の内容（８）では，「自分のイメージを

動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう」と示されている。幼児は生

活の中で，周囲の環境とかかわりながら，不思議さや面白さなどを見付け，心を動かされる体験を重ね

ること，自分の思いや考え，イメージしたことを豊かに表現する楽しさを味わわせることが求められて

いる。 

本園の幼児は，明るく活発な子が多い。また，友達とのかかわりの中で，自分の思いや考えを出し合

い活動を進める子もいる。一方，物事に対して受け身的であったり，自分の思いをうまく表現できずに

友達とトラブルになったり，教師に助けを求める姿も見られる。 

これまでの保育を振り返ると，幼児が安心して自己発揮できるような雰囲気づくりを心がけてきた。

しかし，教師が活動の道筋を誘導した指示も多く，幼児の思いを受け止めた援助ができていただろうか

と反省する。このことから，幼児が表現する意欲を十分に発揮できるように，自己表現を楽しむことが

できる援助の見直しが必要であると考える。その具体的な援助の手立てとして，劇遊びを取り入れる。 

劇遊びの中で，教師が絵本やペープサートを活用することで，様々な登場人物との出会いに胸を踊ら

せ，イメージを膨らませる経験を重ねる中で，教師が思いや考えを引き出すような発問の工夫も考えて

いきたい。また，劇をつくる過程において，イメージを共有する経験の充実を図ることで，表現する意

欲が高まり，自分のイメージを豊かにする感性が育っていくのではないか。さらに，学級や少人数グル

ープでの活動の中で，友達と伝え合うことのできる援助を工夫することで，友達と思いや考えを共有し

動きや言葉で表現することを楽しめる子が育つであろうと考える。 

本研究では，劇遊びという友達とのかかわりの中で，教師が意図をもって，思いを伝えたり，相談し

たり，気持ちの折り合いを付ける場面を設定し，一つの目的に向かって活動を進めていく。その過程を

通して，イメージを動きや言葉で表現できる子が育つであろうと考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 目指す幼児像 

 １ 自分なりに表現することを楽しめる子 

 ２ 友達と思いや考えを共有し表現することを楽しめる子 

 

Ⅲ 研究目標 

イメージを動きや言葉で表現できる子を育成するために，劇遊びから劇創りの過程を通して，自分ら 

しい表現を楽しんだり友達と思いや考えを共有し表現したりできる援助の在り方を探る。 

 

Ⅳ 研究仮説 

１ 基本仮説 



    

 

   劇をつくる過程において，友達と思いを伝え合う楽しさを味わい，イメージを共有する経験の充実 

を図ることで，表現する意欲が高まり，イメージを動きや言葉で表現できる子が育つであろう。 

 ２ 具体仮説 

(1)  劇遊びの場において，絵本やペープサートを活用し，友達や教師とイメージを膨らませる過程の 

中で，教師が思いや考えを引き出すような発問をすることで，自分なりの動きや言葉で表現するこ 

とを楽しめる子が育つであろう。 

(2)  劇創りの場において，学級や少人数グループでの活動の中で，友達と伝え合うことのできる援助 

を工夫することで，友達と思いや考えを共有し動きや言葉で表現することを楽しめる子が育つであ

ろう。 

 ３ 検証計画 

   事前に聞き取り調査（１回目）を行い，一人一人の幼児理解と学級の実態把握を行う。その後，学 

級経営におけるイメージを動きや言葉で表現できる子を育てるという視点において，指導計画の工夫 

における理論研究，教材研究を進める。 

   検証保育の段階では，自分なりの動きや言葉で表現できる子を育てるという視点で指導計画の工夫 

は効果的であったか，幼児の発言，幼児の発表を分析し，友達と思いや考えを共有し動きや言葉で表 

現できる子を育成することにつながっているのかを考察する。 

   事後調査では，幼児の変容を見るために聞き取り調査（２回目）を実施し，事前の聞き取り調査と 

の比較を行い，本研究の成果と課題を追及する。 

 

Ⅴ 研究構想図 

   次ページ参照 

 

Ⅵ 理論研究 

１ 「表現」の捉えについて 
(1)  表出とは 

表出とは，「感情や情緒などの心的過程が，生理的・身体的変化によって表されたもの」（「保育

用語辞典」監修 谷田貝 公昭 一藝社）と定義されている。 

赤ちゃんが空腹により泣いたり，紙オムツを取り替えたときの心地よさで笑ったりするのは，生

理的な感覚がそのまま身体の動きとなった無意図的な表れである。これらの，快，不快の表出を受

け止めてくれる周りの大人のかかわりによって，外部へと表す表現能力の基盤がつくられていくと

考える。 

(2)  表現とは 

学校教育法における幼稚園教育の目標の一つに，「音楽，身体による表現，造形等に親しむこと

を通じて，豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと」（第２３条第５号）が示されている。この目

標の実現のために，幼稚園教育要領の中でも，領域「表現」の内容の取扱い（３）に「生活経験や

発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を十分に発揮させることができるように，遊

具や用具などを整えたり，他の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし，表現する過程を大切に

して自己表現を楽しめるように工夫すること」とも示されている。 

一人一人の幼児の発達理解に努め，いろいろな表現を楽しめるように，意欲を十分に発揮できる 

ような環境を整え，互いの活動を見たり聞いたりして相手の表現を感じ取ることができる態度を育

てていくことが大切であると考える。 

以上のことを踏まえて，本研究では，幼児が様々な表現を楽しめる体験を取り入れることで，表

現したいという意欲を引き出していきながら保育を展開していく。そこで，絵本やペープサートを

活用し，幼児の頭の中のイメージを広げ，自分の思いや考えを表現したり，友達と思いや考えを共

有し表現したりすることを楽しめる援助の工夫を行っていく。 

 

   



    

 

Ⅴ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 
・幼稚園教育要領解説 

県教育施策 
・環境を通して行う教育の充実 
・遊びを通した総合的な指導の充実 
・基本的な生活習慣の形成 

市教育施策 
・小学校以降の生活や学習の基盤の育成 
・生きる力の基盤を培い，一人一人のよ
さと可能性をのばす 

園教育目標 
・なかよくできる子 
・がんばる子 
・じしんのある子 

幼児の実態 
・明るく活発な子が多いが，自分の思いを表現するこ 
とが苦手な子もいる 

教師の実態 
・幼児が安心して自己発揮できるような雰囲気づくり 
に努める 
・活動の道筋を誘導した指示が多く，幼児の思いを受 
け止め，自己表現を楽しむことができる援助の見直し 
が必要である 

基本仮説 

劇をつくる過程において，友達と思いを伝え合う楽しさを味わい，イメージを共有する経験の充 

実を図ることで，表現する意欲が高まり，イメージを動きや言葉で表現できる子が育つであろう。 

具体仮説１ 具体仮説２ 

劇遊びの場において，絵本やペープサートを活

用し，友達や教師とイメージを膨らませる過程 

の中で，教師が思いや考えを引き出すような発問

をすることで，自分なりの動きや言葉で表現する

ことを楽しめる子が育つであろう。 

劇創りの場において，学級や少人数グループで

の活動の中で，友達と伝え合うことのできる援 

助を工夫することで，友達と思いや考えを共有し

動きや言葉で表現することを楽しめる子が育つ

であろう。 

研究内容 

理論研究 指導計画 保育実践 

・幼稚園教育要領「表現」の捉え 

・イメージについて 

・ごっこ遊び・劇遊び・劇創りについて 

・教師の援助について 

・幼児実態把握 

 （聞き取り調査） 

・指導計画作成 

・環境構成の工夫 

・幼児の実態に応じた援助の工夫 

・劇創りを通して，思いを伝え合う援助の工夫 

社会的背景 
・少子化，核家族化，共働き世帯の増加 ・家族間のコミュニケーション不足・人とかかわる経験が減少 

研究目標 

イメージを動きや言葉で表現できる子を育成するために，劇遊びから劇づくりの過程を通して， 

自分らしい表現を楽しんだり友達と思いや考えを共有し表現したりできる援助の在り方を探る。 

目指す幼児像 

・自分なりに表現することを楽しめる子 

・友達と思いや考えを共有し表現することを 

楽しめる子 

 

研究テーマ 

イメージを動きや言葉で表現できる子を育てる援助の工夫 
―劇遊びから劇創りを通して― 

指導の実際 研究の結果と考察・研究成果と今後の課題 



    

 

(3)  表現の発達段階について 

表現の発達段階について，佐々木 

聰子（2005）が述べていることを図 

１で表した。 

新生児の表出は，無意図的で一方 

的であり，その表出を周囲の大人が 

しっかりと受け止めていくことが大 

切である。表出を受け入れられた心 

地よさを感じることが，外部へ，自 

分の思いを表現していくことへつな 

がっていると考える。乳児前半から 

幼児期にかけての表現も十分なもの 

ではないので，周りの大人が表現す 

るための手がかりを探していくこと 

が重要である。 

幼児が自分の思いや考えを表現で 

きるように，一人一人の発達段階の 

特徴をおさえ，表現したい意欲を十 

分に発揮することができるような援 

助を見直していく。 

(4)  言葉での表現について 

保育所保育指針と幼稚園教育要 

領を参考に，２歳から６歳までの 

言葉の発達の姿とその構造や機能 

の変化を表１で表す。 

５歳，６歳になると大人と同様 

な会話をして，相手の話しを聞く 

力も発達してくる。また，文字に 

も興味をもち始め，読める文字を 

書くというところまで関心をよせ 

ている。教師は，自分の気持ちを 

相手に言葉で伝えたり，相手の気 

もちに気付いたりできるような環 

境づくりをすることが重要である。 

(5)  役割遊び活動について，田川 浩三（2004）を参考にまとめた。 

① 役割認識について 

「幼児は役割遊びを通して，先生とは何をする人か，お母さんは，お父さんは，お医者さんは， 

看護師さんは，それぞれ何をするかという，社会の約束事，役割の中味を勉強します。これが役

割認識です。」と述べている。 

ごっこ遊びの中で，いろいろな人や動物になりきり，「そのつもり」を合言葉になったつもり遊 

びを展開させていく。劇遊びの中で劇に登場する役をみんなで決め，それぞれの役の得意なこと

について話し合い，具体的にどんなことをするのか考え，ごっこ遊びを進めていく。  

また，役割を決め少人数のグループの分かれ，劇の内容やセリフ，動き，ダンスなどを話し合 

うことで自分の意見を主張したり，相手の思いに気付いたり，時には気持ちに折り合いを付ける

ことも学ぶであろう。そういう経験を繰り返すことで，自分の役割を理解し友達と一緒に演技す

る役割表現へとつなげていけると考える。 

② 役割表現について 

「認識した役割の内容を表現することです。そして，認識→表現というパターンで遊びます。 

すると，いろいろな矛盾にぶつかります。そうすると，注意して観察したり，考えたりしてさら

に認識が深まります。深まった認識はよりそれらしい表現を生みます。」と述べている。 

図 1 新生児期から幼児期の表現の流れ 

表 1 幼児期の言葉の発達のめやす（２～６歳） 



    

 

教師が，それぞれの役で役割をロールプレイさせて幼児を動かせていくことで，イメージを身 

体で感じて膨らませていくことができると考える。そこで，認識したものがうまく表現できない

場面もでてくるであろう。アイディアをどのように表現するのか，困ったことをどんな方法で解

決していくのか，みんなで考えていく過程を大切にしていく。 

２ イメージについて 

(1)  イメージとは 

イメージについて，神谷栄司（1999）は，「日本語では『像』のことで，いわば，頭のなかでつ 

       くられる『絵』であり，それはイマジネーション（想像）の産物であるというのが，一般的な定義 

でしょう。イメージは自分の過去の記憶のなかからつくられていくと考えられるのです。過去の記

憶は，その人の現実の経験（直接的な経験の場合もあれば，間接的な経験の場合もある）から生ま

れたものです。」と述べている。 

今回の劇創りの段階で，みんなで話し合い，劇の話をつくり上げていく。幼児が直接経験したこ 

とや，一人一人のイメージをつなげて話づくりへと発展させていきたい。そして，できあがった話

を紙芝居にして読み聞かせを行い，学級に掲示していく。そのことで，視覚から入る絵のイメージ

を友達と共有し演技することができるのではないかと考える。 

(2)  表現遊びのイメージについて 

「からだや動きで表現する遊びについては，動きとイメージは相互にかかわりあっているもので 

す。すなわち，動くことによってイメージが膨らみ，イメージが深まることで，新たな動きが生ま

れていきます。子どもたちがイメージの世界にいるとき，イメージを共有できた保育者の魔法の一

言によって，子どもたちの頭や心の中に新たなイメージが溢れ出し，活動が一気に展開していきま

す。イメージを展開していく場合，動きの対立要素（大きいー小さい・早いー遅い・重いー軽い）

を考慮して，同じ質感の動きが続かないように注意しましょう。」と本山 益子（2009）は述べて

いる。 

幼児が頭の中でイメージしたことを動かす活動につなげて，イメージを広げたり深めたりしてい 

きたい。そして，魔法の一言として，荒井 良二の絵本「そのつもり」を読み聞かせし，○○○に

なったつもり遊びを基に，劇遊びを展開させていきたい。つもり遊びの中で，幼児の動きを捉え，

動きの対立要素を身体で感じて表現することができるような言葉かけをしたり，イメージしたもの

を形で表し表現できるような材料を整えたりしていく。そこで，幼児の頭の中で膨らんだイメージ

を，様々な表現の素材や方法で経験させることが大切であると考える。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ３ ごっこ遊び・劇遊び・劇創りについて 

(1)  ごっこ遊び・劇遊びの発達段階について 

「子どもの想像遊び能力は， 

一般に，身体・運動能力・精神 

の発達段階の特徴上に立って形 

成されています。」と田川浩三 

（2004）は述べている。 

年齢が同じ幼児でも，一人一 

人の発達は異なるので，個々の 

発達を理解し，個に合った援助 

をしていくことが重要であると 

考える。 

表 2 ごっこ遊び・劇遊びの発達段階表（田川浩三 試案）一部削除 

図 3 そのつもり表 
   （幼児が作成） 

図 2 読み聞かせ絵本 
    作：荒井良二 図 4 声の階段表 

  （声の大きさを調節） 



    

 

図 5 ごっこ遊びから劇創りまでの流れ 

図 6 聞き名人表 

５歳児は，目的に合わせて工 

夫をしたり，リアルな表現にも 

努力したりできるので，集団と 

のかかわりの中での一人一人が 

自分らしい表現を楽しむことが 

できるように援助の在り方を考 

えていく。 

また，話し合いを多くもち， 

よかったところや，もっとこう 

したらいいなど目標を決めて次 

の活動に期待をもって取り組め 

るようにしていく。 

(2)  ごっこ遊びから劇創りまでの流れについて 

ごっこ遊び・劇遊び・劇創りに 

ついて図２のようにまとめる。 

今回の検証保育では，初めに絵 

本の読み聞かせを行い，幼児のイ 

メージを引き出し，ごっこ遊びへ 

とつなげていきたい。一人一人の 

幼児が役になりきり，つもり遊び 

を十分に楽しむことができるよう 

にしていく。 

そこで，自分以外の役になるこ 

とで，相手の気持ちも考えて行動 

することができるように，相手の 

気持ちに気付くことができる場の 

もち方や援助の工夫を考えていき 

たい。 

友達と活動を進めていく中で， 

思いや考えを共有する楽しさを味 

わい，表現していく活動の充実を 

図っていきたい。 

４ 教師の援助について 

(1)  援助とは 

「幼児が環境にかかわって興味や関心をもちながら生み出していく活動を豊かにしていく支えや 

その中で一人一人の体験が幼児の成長・発達を促すようにする保育者の保育活動を総称して『援助』 

という」と後藤節美（2009）は述べている。教師は，一人一人の幼児の成長・発達を促すことがで 

きるように幼児理解に努めていくことが大切であると考える。また，一人一人の幼児を受け止める 

ことができるように，成長や変化を記録していくことも大切である。 

(2)  話を聞く態度について 

集まりの場で，話し合う活動を多く設定していく。そして， 

自分の思いを発表したり友達が発表しているのを見たり聞い 

たりし，互いの気持ちに気付いていけるように繰り返し話し 

合う。 

また，「聞き名人表」を学級に掲示し，話を聞く態度，話 

す態度について確認し，話し合いの基盤づくりをしていく。 

そこで，いろいろなレイアウトを使った話し合い活動へと 

つなげていく。 

(3)  発表しない子への指導について 

発表しない子への指導として，加藤辰雄（2010）以下の 3点が重要であると述べている。 



    

 

 

 

 

 

発表しない子への配慮として，教師はやさしい発問をして，発表しない子が自信をもって手を挙

げ，発言できる場面をつくっていく。そこで大事なことは，どのような答えであっても，発表でき

たことをほめていくことである。一人一人の頑張りを認める声をかけたり，発表後には拍手をした

りして互いを認め合える集団づくりをしていきたい。また，発表できずに困っている子がいる場面

でも，一人一人が安心して発言できるように，周りの友達から励ましの声をかけてあげることがで

きるような環境を整えていく。 

(4)  話し合い活動のファシリテーション技術について 

ファシリテーション技術を，菊池省三（2013）を参考に表３にまとめた。 

 

座席レイアウト写真 教師の手立て 今回の検証保育では 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ スクール式レイアウト 

 

レクチャー（講義）での座席レ

イアウトである。 

基本の一斉前向きのスクール

式レイアウトである。 

子どもたちに一定の知識を伝

えたり，モデル（見本）を見せて

理解させたりするときには，この

レイアウトが普通である。子ども

たちは必要なことを吸収したり

真似したりして自分のものにし

ていくことができる。 

 今回の検証保育では，導入の

レイアウトとして取り組んで

いく。  

幼稚園では椅子と机を使わ

ず床に座る形になるが，全員が

同じ目的をもって活動を進め

ていくには，効果的であると考

える。 

後ろの幼児にも教師が見守

っていると感じることができ

るよう，Ｗの目線を心掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ アイランド式レイアウト 

活動をともなうワークショッ

プ（協働）での座席レイアウトで

ある。 

ワークショップでよく行う，話

し合う，体験する，創作するとき

によく使われるレイアウトであ

る。   

最適な人数は四人であると言

われている。他のレイアウトより

も自由度が高く，多様な考えを交

流できる。 

遊びの中の展開の場面で取

り入れていく。 

グループに分かれ，自分の思

いを伝えたり，相手の思いに気

付いたり，時には心の折り合い

を付けることができるような

援助を工夫していきたい。 

また，自由にレイアウトを変

えていけるように配慮するこ

とで，多くのアイディアが出て

くることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ サークル式レイアウト 

ふり返りのリフレクション（省

察）の時によく使われるのが，サ

ークル型レイアウトである。 

子ども同士が互いに向き合っ

て，顔を見せ合うことができる座

席レイアウトである。 

全員で大きな一つの円になる

場合（サークル型レイアウト）と，

少人数で小さな円を作る場合（バ

ス型レイアウト）とを使い分ける

といだろう。 

感じたこと，思ったことを共有

したり，ふり返ったり，深めたり

遊びのまとめの場面で取り

入れていきたい。 

友達や教師の表情やしぐさ

から思いを感じ取ることもで

きるのではないか。 

そこで，ロールプレイを取り

入れる。全体の場で，自分が演

じて発表したり，友達が発表す

るのを見たり聞いたりする。そ

の中で，相手の思いに気付き，

みんなの考えを出し合って伝

え合う活動の充実を図る。 

仲間と感じたことや思った

表 3 座席をレイアウトするための技術 

① やさしい発問をして答えさせ，自信をもたせる 

② 発表できたことをほめる 

③ 周りの子どもが励ましの声をかける 



    

 

 

Ⅶ 研究実践（公開検証保育指導案） 

１ 活動名 

「みんなで協力して劇創りをしよう」 

２ 活動の目標 

(1)  自分なりの動きや言葉で表現することができる。[自己表現] 

(2)  友達と思いを伝え合いながら，イメージを表現することができる。[役割表現] 

３ 活動について 

(1)  教材観 

劇遊びは，絵本やお話の中でストーリーを基盤として想像の世界で「ふり」「つもり」を楽しむ 

   遊びで，ごっこ遊びをもとにつくられた遊びである。劇遊びが成り立つためには，遊ぶ者同士でス

トーリーが共有されていることが前提となる。また，その役の立場に立って自ら考え行動し，発言

していくので，その子なりの表現力，思考力や理解力を育てていく経験の場になる。 

園生活を過ごす中で，経験してきたことを劇の内容に取り入れることにより，より思いや考えを 

共有することができるのではないか。その経験を基に，こうなったらいいなというイメージを膨ら

ませていくことで，表現したい意欲が高まっていく。そこで，イメージを共有し思いを伝え合うこ

とが重要となるので，自己主張の強い幼児が気持ちの折り合いをうまく付けられるように援助して

いくと効果的である。共通の目的に向かって，仲間と協力して一緒に表現する楽しさを味わうこと

ができる教材であると考える。 

(2)  幼児観  

学級の幼児は，明るく活発で何事にも積極的にかかわる子が多い。お祭りごっこやミニ運動会を 

経験して，学級や幼稚園で共通の目標をもって取り組んできたことが自信となり，運動遊びへの意

欲とつながっている。しかし，友達とのかかわりの中で，自分の思いだけ主張して相手の気持ちに

気付かず最後まで話を聞けない子もいる。また，自分の思いを相手に伝えることが難しく，自己主

張の強い子の意見へと流され，受け身的になってしまう子も数名いる。 

劇遊びという友達とのかかわりの中で，教師が意図をもって，思いを伝えたり，相談したり，折 

り合いを付ける場面を設定し，一つの目的に向かって活動を進めていく。そこで，自分の思いや考

えを表現することや，友達と思いを伝え合い，イメージを共有し表現する楽しさを味わわせたい。 

(3)  指導観 

発表会に向けての劇遊びでは，絵本の読み聞かせや，秋の遠足で動物との直接経験で得たものか 

らイメージを膨らませ，動物になりきり，自分なりの表現を楽しむことができる場の設定や雰囲気

づくりを心掛けていく。また，絵本の言葉から「そのつもり」を合言葉に，つもり遊びを展開させ

ていきたい。そして，子ども自身から生まれた表現を大切に受け止めていく。その中で，子どもの

表現の特徴を拾い上げ，それを言語化していくことによって，自分のやり方でいいのだと自信をも

って表現することができるであろうと考える。 

劇創りでは，学級で目的を共有していきながら，仲間と考えを出し合い，思いを伝えたり，相談 

したり，気持ちの折り合いを付けていきながら楽しく活動できるように見守っていく。そして，一

つの目的に向かって試行錯誤し，仲間と力を合わせてつくり上げていく中で，友達のよさに気付き，

相手を認め合い，励まし合える経験を重ねていけるようにしていきたい。 

４ 本研究とのかかわり 

    本研究で考える「イメージを動きや言葉で表現できる」ようになるには，園生活の中で心動かされ 

る出来事に触れ，自分なりの表現する楽しさを十分に味わい，友達と思いや考えを共有する過程が大 

切であると考える。それを育てていくために，劇遊びから劇創りの過程の中で，自分の役になりきっ 

たものとなり表現する楽しさを味わわせる。そして，学級やグループでの友達とのかかわり合いでの 

するときに効果的である。 ことを共有し，次回の活動に期

待をもって取り組めるように

する。 

日時 平成２５年度１２月５日（木） 
時間 ９時３０分～１０時３０分 

学級 沖縄市立美里幼稚園 ３組 
男児 １８名 女児 １６名 計３４名 
保育者 仲田 幸世 

 
 



    

 

中で，思いを伝えたり，相談したり，気持ちの折り合いを付ける場面を設定し，一つの目的に向かっ 

て活動を進めていくことが必要であると考える。 

５ 活動の評価規準 
 ◎幼児の発達する姿 ☆教師の援助 

A ◎友達と思いを伝え合いながら，イメージを共有し
表現することを楽しんでいる。 

☆幼児の表現したい気持ちを大切にし，認めたりほ
めたりして意欲を引き出す援助をする。 

B 

◎自分の思いを相手に伝え，相手の思いを受け入れ
ようとしながら活動を進めている。 

◎友達と主張のぶつかり合いになっても，気持ちに
折り合いを付けようとしている。 

☆自分と意見が違う友達の存在に気付き，気持ちに
折り合いを付けようとする姿を受け止め，必要に
応じて援助していく。 

C 

◎自分の思いを友達に伝えることはできるが，友達
の思いを受け入れることが難しい。 

◎話し合いの場や友達と意見が違いトラブルになっ
た時，自分の気持ちを伝えることが難しい。 

☆寄り添い，思いを受け止め，友達の思いに気付き，
自分の心の調節ができるような援助をしていく。 

☆思いを引き出し，自分の思いを相手に言葉で伝え
ることの大切さに気付かせていく。 

※ 折り合いを付けるとは，幼児が主張し合う中で，互いの気持ちを伝え合い，納得して立て直しを

することである。 

６ 活動の指導計画 

「ごっこ遊び・劇遊び・劇創り」という段階で計画を立てる。 

回 活動 ☆ねらい ○内容 ◎教師の援助・△環境構成 

1 ① 動物ごっこをする。 
・手遊びをする 
・絵本を見る。 
(ぼくんちどうぶつえん) 

・BGMを聞く 
・動物になって，表現する
ことを楽しむ。 

② 活動を振り返る。 

☆自分のイメージを膨らませ，動物に
興味をもち，表現する楽しさを味わ
う。 

○BGMを聞いて想像を膨らませる。 
○自分の思いを伝えたり，友達の思い
を聞いたりし，イメージを表現する
ことを楽しむ。 

◎絵本の読み聞かでイメージを広げていく。 
△ジャングルの BGMを聞かせ，個々のイメー
ジを膨らませていく。 

◎教師も一緒にダイナミックに表現するこ
とを楽しみ，幼児の動きを言語化する。 

◎何の動物がいるのか，何をしているところ
なのか発問し，意欲を引き出していく。 

◎リズム遊びを取り入れ，友達と同じ動きや
動物の鳴きまねをして表現することを楽
しめるようにしていく。 

2 ① 広場づくりをする。 
・絵本を見る。 
(そのつもり) 

・しっぽや草花，必要なも
のをつくる。 

② 活動を振り返る。 
・つくったものを紹介する。 
・楽しかったことや困った
ことを伝え合う。 

☆友達や教師と考えを出し合いなが
ら，試したり工夫したりしながらつ
くることを楽しむ。 

○広場に必要なものを友達や教師と
工夫してつくる。 

○考えたことや思ったことを友達に
伝え，友達の思いも聞いたりし協力
してつくる。 

○友達とつくったものを見せ合った
り，つくったもので表現遊びを楽し
んだりする。 

◎読み聞かせで，想像する楽しさを味わわせ
る。 

◎個々の考えを引き出し，みんなで広場の名
前を決め，広場のイメージを図にする。 

△イメージが形にできるような材料を準備
する。 

◎友達と協力して製作している姿を認め，他
児への刺激となるようにする。 

△絵本や図鑑コーナーをつくり，戸惑ってい
る子が興味をもつことができる環境を設
定する。 

◎秋の遠足までカウントし期待をもたせる。 
3 

・ 

４ 

① 動物ごっこをする。 
・友達と動物になって，表
現することを楽しむ。 

・音楽に合わせて，動物の
表現をする。 

② 活動を振り返る。 
・楽しかったことや困った
ことを伝え合う。 

・ロールプレイしたり，見
たりする。 

☆友達や教師とイメージを共有し，動
物になりきって表現遊びを楽しむ。 

○イメージを膨らませ，自分なりの表
現を楽しむ。 

○仲間と動きを合わせたり，鳴き声を
まねしたり，表現することを楽し
む。 

○友達と一緒に楽しく遊ぶ中で，友達
のよさに気付く。 

◎ペープサートで素話をして，表現したくな
る雰囲気づくりをする。 

◎イメージを共有して遊ぶ楽しさを味わえ
るように，みんなで表現して踊るリズム遊
びを意図的に取り入れる。 

◎個々の表現を他児に紹介したりほめたり
し，友達のよさに気付かせていく。 

◎秋の遠足で，動物の姿を見たり，触れたり，
鳴き声を聞いたり，匂いをしたり，親しみ
をもってかかわれるように話し合う。 

５ 

・

６ 

① 劇遊び・劇創りをする。 
・劇の題名や内容を考える。 
・登場してくる役を考える。 
・グループに分かれる。 
・セリフや踊りを考える。 
・演技を見せ合う。 
② 活動を振り返る。 
・互いのよさに気付く。 
・楽しかったことや困った
ことを伝え合う。 

 

☆グループの仲間と協力して，劇遊
び・劇創りの楽しさを共感し合う。 

○遠足で経験したことを話し合い，イ
メージを共感し伝え合う楽しさを
味わう。 

○仲間と，アイディアや思いを出し合
い，思いを共有しながら劇の内容を
考える。 

○劇に登場してくる役を決め，自分の
やりたい役を選ぶ。 

○グループの仲間と，一緒に協力して
取り組む目標を決める。 

◎遠足で経験したことを振り返り，楽しかっ
たことを伝え合い，物語づくりへとつなげ
ていく。 

◎互いの考えをつなげていけるような発問
をして，協力してつくり上げる楽しさを味
わわせる。 

◎イメージや思いを引き出し，大まかな流れ
を決め，遊びの中で修正できるようにす
る。 

◎役決めは，幼児の主張も受け止め，役に対
するイメージを話し合い，自分達で考えて
解決できるような援助をしていく。 



    

 

７ 

・

８ 

① 劇遊び・劇創りをする。 
・グループに分かれ，目標
を決める。 

・友達と相談して物語をつ
くり上げていく。 

・セリフや踊りを考える。 
・演技を見せ合う。 
② 活動を振り返る。 
・互いのよさを伝え合う。 
・楽しかったことや困った
ことを伝え合う。 

☆グループの仲間と積極的にかかわ
り，思いを共感する楽しさを味わ
う。 

○グループの目標を決め，グループで
協力して取り組めるようにする。 

○みんなで物語の内容を考え，演技を
したり考えを出し合い修正したり
する。 

○協力して演技することを楽しむ。 
○友達と同じ動きをしたりセリフを
言ったりする。 

○演じる姿をグループで見せ合う。 

◎幼児が自由に表現できる場面をつくり，意
図的な発問をしてセリフや動きを自分達
で考えてつくり上げられるようにする。 

◎協力することの必要な場面を設定し，仲間
とやり遂げる喜びを味わえるようにして
いく。 

◎互いに主張する中で，思いを伝え合いなが
ら折り合いの気持ちが調節できるように
見守っていく。 

◎互いのよさを認め合える発表の場を設定
する。 

９ 

~ 

13 

公

開

検

証

保
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・ 

14 

 

① 劇遊び・劇創りをする。 
・グループでセリフや踊り
の練習に取り組む。 

・劇に必要な物をつくる。 
・自分の役になりきり演技
の練習をする。 

② 活動を振り返る。 
・互いのよさを伝え合う。 
・楽しかったことや困った
ことを伝え合う。 

・ロールプレイをして演技
したり，友達の演技を見
たりする。 

☆イメージを膨らませ，仲間と協力し
て劇遊び・劇創りをする楽しさを味
わう。 

○自分の思いを相手に伝えたり，相手
の思いを受け入れたり，みんなで相
談して遊びを進める。 

○衣装や必要な用具を友達と試行錯
誤しながら協力してつくる。 

○イメージを共有する中で，友達との
考えの違いに気付き葛藤する。 

○自分の思い通りにいかない場面で，
気持ちの折り合いを付け調節をす
る。 

○仲間と協力することの大切さに気
付き，考えて行動する。 

◎友達とのかかわりの中で，互いの考え方や
思いが違っていることに気付き，よさを認
め合える場面をつくる。 

△小道具を自分達で考えてつくることがで
きるように材料を準備する。 

◎自分達で考えて，小道具を出したり片付け
たりできるように気付かせていく。 

◎困っている場面で，「みんなならどうす
る？」と発問し，じっくりと話し合う。 

◎自分の思いを主張し合い，折り合いを付け
て自分たちで解決できるように，思いを引
き出したりつなげたりし，方向付けてい
く。 

◎友達と思いや考えを共有し表現すること
を楽しめるような場面をつくる。 

◎振り返りの場でロールプレイをさせて，互
いの気持ちに気付かせていく。 

15 

・ 

16 

① 繰り返し演じる。 
・観客の前で演じる。 
・演技を見せ合う。 
② 劇に必要な物をつく

る。 
・必要な物をつくったり，
手直しをしたりする。 

③ 劇を振り返る。 
・感想や反省を発表する。 
・発表会に向けての気持ち
を伝え合う。 

☆発表会に向けて，協力して演じる楽
しさを味わう。 

○観客側の立場になって，演じ方や立
ち位置などを調節していく。 

○観客の前で，みんなで演じる楽しさ
を味わう。 

○小道具や衣装をつくったり，手直し
したりする。 

○友達と思いを伝え合い，互いのよさ
を認め合う。 

◎仲間と協力して演じている姿をほめ，一緒
に演じる楽しさが味わえるようにする。 

◎演技している姿で，よいところを具体的に
ほめ，意欲を引き出し自信へとつなげてい
く。 

◎自分の気持ちを調節しながら練習に取り
組む姿を認めていく。 

◎発表会を楽しみにしている気持ちや，緊張
して不安になっている気持ちを受け止め
る。 

17 ① 生活発表会をする。 
・劇を披露する。 
② 生活発表会を振り返

る。 
・発表したり，感想を聞い
たりする。 

・保護者からの感想を聞く。 
・最後までやり遂げた喜び
を共感する。 

☆仲間と協力して劇をやりとげた，達
成感や満足感を味わう。 

○セリフを忘れても，みんなで助け合
い，最後までやり遂げる。 

○自分の役になりきり，自信をもって
表現する。 

○仲間と劇を最後までやり遂げ，成功
した喜びを味わう。 

◎一人一人の緊張をほぐし励ましていく。 
◎仲間と力を合わせて，自信をもって演じる
ことができるような言葉かけをしていく。 

◎そのつもりになりきり演技できるように
見守り，必要に応じて援助する。 

◎保護者も一緒に振り返り，一緒に成長を喜
び自信へとつなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

 

検証保育 1～4の過程  

検証保育 5～12の過程  

７ 検証前保育の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 絵本やペープサートを活用し，イメージを膨らませたり，思いや考えを引き出すような発問をしたりする

ことで，いつもは自分の思いを伝えることが苦手な子も，自分なりに表現したり自分の思いを教師や友達に

伝えようとしたりする姿が見られるようになってきた。イメージを図で表していくと，いろいろなアイディ

アが出てきた。そこで，イメージを自分なりの表現で楽しむことができるように，いろいろな素材をそろえ，

友達と協力して取り組める環境を整えた。その結果，を友達と協力してイメージしたものをつくり，それを

使ってごっこ遊びが発展していった。ごっこ遊びでは，その子なりの表現を受け止め，素直に表すことや個々

の表現に共感できるような言葉かけをしながら認め合える学級づくりを心掛けた。また，遊びの展開の中で，

動きを言語化してイメージを膨らませていけるような援助をしたことで，自分と違ったものになりきり，思

いきり身体を動かして表現することを楽しむことができたのではないかと考えられる。 

 

写真 4 絵本の読み聞かせ 

写真 5 身体で表現遊び 

カメがひっくり
返っちゃった 

がおぉライオンだぞ 

ニャ～ 

どんな所で遊び
たいかな？ 

ジャングル 

広場の名前を 
考えてみよう 

きらきら 
ジャングル 

写真 7 アイディアを図にする 

写真 9 ブランコ 
づくりで試行錯誤 

バナナを食べる姿
見せてくれる？ 

写真 6 振り返りの場にて 

   つくったものを紹介 

写真 8 サルの 
しっぽとお尻 

 

ちゃんと 
もってね 

チラシでクモの巣をつくりました 

あの図に 
そっくりだ 

チラシでつくった
しっぽ 

写真 10 振り返りの場にて 
   サルでロールプレイ 
 

ごっこ遊びをする 

考察 

 全体の場で，登場してくる動物の得意なことについて，幼児のイメージを聞き取りながら話し合いをもっ 

た。そこで，少人数グループでの話し合いの場を設定し，幼児の伝えたいという思いや友達の話を理解した 

いという気持ちを育てていけるように，心の交流が図られるように工夫していった。その結果，友達の考え 

に共感したり，友達と考えが違っていても自分の考えを相手に伝えたりすることもできるようになってきた。 

そこで，思いを共有する楽しさを味わった経験から，相手の気持ちも考えてセリフづくりを進める姿も見ら 

れた。（写真 12） また，ロールプレイをしながら活動を振り返ることで，登場に合った表現の仕方など， 

友達と思いを共有し，試行錯誤しながら表現することにつながったのではないかと考えられる。 

劇遊び・劇創りをする 

サルのでしょ！ 
みんなで食べていい？ 

図 7 学級での話し合い 

写真 12 うさぎグループ 

 セリフについての話し合い 

 

写真 14 ポーズを合わせて 写真 13 振り返りの場で 
ロールプレイ 

ブランコ 
描いて 

オッケイ 

写真 11 目標を発表 

大きな声でセリ
フを言う 

図 8 うさぎグループのセリフ 

おなかすいたニャ～ 

大縄跳びしようっ
て言える？ 

一人で言うの
恥ずかしい 

手つないで一緒に言う？ 



    

 

公開検証保育 13    

 

 

 

 

９ 公開検証保育の様子

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 
 導入では，ペープサートを活用し，どんなふうに表現したらみんなで楽しい劇ができるのか具体的に話し 
合っていった。また，ペープサートとの言葉のやり取りで一人一人のイメージをつなげていけるように，思 
いや考えを引き出すような発問をしていった。「遠くの人にも聞こえるような声でセリフ言う」「みんなで助 
け合って演技する」という幼児の発言から，活動意欲が高まってきているように感じた。 
 展開では，一人一人が友達と思いを共有して表現している姿を見守り，困っている場面でもグループの仲 
間と協力して取り組むことのできるような言葉をかけていった。すると，セリフを忘れているＲ子に気付き， 
小声で教えてあげる姿も見られた。（写真 18） 友達に教えてもらった嬉しさを感じたＲ子は，セリフを言 
うときに笑顔が見られた。ほとんどの幼児が，自分の役になりきり表現することを楽しんでいる中，あるグ 
ループでは，踊る場面でグループからはみ出すＹ男の姿があった。 
 まとめでは，今日の活動を振り返り，どんなところを頑張ったのか，困ったときにはどんなふうにしたら
いいのか話し合いの場をもった。そこで，「Ｙさんが，踊っているときにはみ出して困りました」という子も
いた。（写真 21） その時の友達の思いをＹ男に伝えると，友達の思いに気付き，謝るＹ男の姿があった。
そこで，どうしたらいいのかみんなで考えて，互いの思いを伝え合うことのできる援助をすることで，相手
の気持ちに気付き，思いを共有することで次の表現につながることができたと思われる。 

劇遊び・劇創りをする 

はじまるよ 
はじまるよ 

写真 15 手遊びで集中 

 

写真 16 ペープサートで演じ方を話し合う 

 

どんなふうに演技でき
たらいいかな？ お客さんに聞こ

える大きな声で
セリフ言う 

＜導入＞（写真 15・16） 
○教師の話を聞き，どのように表現できたらいいのかみんなで話し合っていく。 

＜展開＞（写真 17～20） 
○自分の役になりきり表現することを楽しんだり，友達が表現する姿を見て楽しんだりする。 

＜まとめ＞（写真 21～23） 
○自分の思いを伝えたり友達の思いを聞いたりし，思いを共有する。 
○ロールプレイをしたり見たりして，どのように表現できたらいいのか話し合う。 

写真 17 朝の会でグループ出席確認 

 

かばグループ 
のお友達 

がおぉ 

写真 18 セリフを忘れた子への配慮 

 

わぁすてき 
きれいな花だよ 

写真 19 大縄跳びがうまく跳べず試行錯誤 

     

 

右に移って 

写真 20 重たいバナナを運ぶ様子 

 

一人でもてないな
みんな手伝って 

大きい 
バナナだね 大丈夫？ 

みんなで合わ
せて跳ぼう 

写真 21 円座になる 

 

写真 22 解決方法をみんなで考える 

 

写真 23 円陣を明日への活動とつなげる 

 

Ｒさんがセリフを忘れて
困っているとき，Ｍさん
が小声で教えてくれた
の。Ｍさん，ありがとう
ね。その時，Ｒさんはど
んな気持ちだった？ 
（写真 18） 

明日も練習頑張るぞ 

エイエイオー 
エイエイオー 

Ｙさんが，踊っているときに 
はみ出して困りました 

セリフを忘れ

てしまったＲ

子に，小さい声

で教えるＭ子。 

大縄跳びがうまく 
跳べなかったです 

どうしたらいい 
のかな？ 



    

 

  10 検証保育後の保育の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 仮説の検証 

  本研究では，ごっこ遊びから劇創りを通して，絵本やペープサートの活用が効果的であったか，また， 

学級や少人数グループでの話し合いの充実を図り，自分の考えを友達と共有し表現することにつながっ 

たかを，幼児の変容や聞き取り調査の結果から検証する。 

 １ 具体仮説(1)の検証 

 

 

 

     

具体仮説(1)では，「自分なりの動きや言葉で表現することを楽しむ」ことについて，表現している 

様子，幼児の変容や観察シートの分析などから検証していく。 

(1)  絵本やペープサートを活用する 

  荒井良二の「そのつもり」の絵本を読み聞かせを行い，本山 益子（2009）が述べている，「魔 

法の一言」を「そのつもり」として，○○○になったつもり遊びを展開させていった。そして，ペ 

ープサートを活用しそれぞれの動物の得意なことや鳴き声，動きなど，みんなで話し合っていける 

場を設定した。すると，自分の思いを言葉で表すことが苦手な子もペープサートとのやり取りで思 

いを話したり，友達の意見に共感したりする姿も見られるようになってきた。 

また，子どもたちから出たアイディアを取り 

上げて，身体を使ったごっこ遊びへとつなげて 

いくと，友達と動物の鳴き声で会話を楽しんだ 

りする姿が見られた。その中で，「先生，サルっ 

てどんな動きするの？」と動物の動きや生体に 

興味をもち始めるたので，自分たちで調べたり 

できるように，動物の絵本や図鑑コーナーを設 

検証保育 17 生活発表会 

           

考察 

緊張をほぐしていきながら，劇を楽しむことや友達と協力して最後まで楽しく演じることを話し合い，自

信をもって表現できるようにしていった。その結果，一人一人が笑顔で自分の役を演じる姿が見られ，表現

意欲を満足させることができたのではないかと思われる。振り返りの場で，最後までみんなで協力して頑張

ったことをほめ，喜びや達成感を共有することで自信へとつなげていくことができたと考える。 

劇を披露する 

これから朝の会を 
はじめます 

写真 24 朝の会の様子 

 

はじめます 

写真 25 演技している様子 

 写真 26 ダンスを踊っている様子 

 

ようし，負けないぞ 

俺のほうが早いんだぞ 

みんなでお水かけ頑
張りました♪ 

写真 28 ナレーターの様子 

 

写真 27 お弁当を食べている様子 

 

写真 29 縄飛びを片付けている様子 

 

写真 30 バナナの皮をむいている様子 

 

お弁当美味しいね 全部食べて 
完食しよう 

みんなでお片付けしよう いい考えだね 

劇遊びの場において，絵本やペープサートを活用し，友達や教師とイメージを膨らませる過程の中

で，教師が思いや考えを引き出すような発問をすることで，自分なりの動きや言葉で表現すること

を楽しめる子が育つであろう。 

写真 31 ペープサート 

 

写真 32 読み聞かせ 

 

皮をむいて食べよう 

そうしよう 

わぁ すごい走りのライオンさんです 
遠くへ 走っていきました 



    

 

図 9 聞き取り調査 

定した。友達と動物について調べていくと，「ライオンは肉食って」「今日はライオンのつもりで弁

当食べよう」と自分のイメージを膨らませ園生活の中に取り入れていく姿も見られ，遊びと生活の

つながりも感じることができた。 

このことから，絵本やペープサートを活用することは，イメージを広げたり思いや考えを引き出 

したり，活動意欲を高めていくには効果的であったと考えられる。 

(2)  思いや考えを引き出すような発問をする 

劇創りの中で，みんなが楽しく劇をすることで， 

   見ている人も同じ気持ちにさせたいという話し合 

   いをもった。そこで，全体に大きな発問をする。 

   全体での話し合いでは，自分の考えはもっている 

   ものの，自己主張の強い子の意見へと流されてし 

   まう子も出てくることを予想して，菊池省三（20 

   11）のファシリテーション技術を取り入れた。 

少人数グループでの話し合いで，一人一人の考 

えを引き出せるような発問をしていった。すると， 

全体の場では，一人一人の思いを聞いたりするに 

は厳しいこともあったが，少人数グループだと自 

分の考えも言える子も多いことから，表現してい 

く活動へつなげていくことができた。 

思いや考えを引き出すような発問をすることで， 

一人一人のイメージを引き出し，身体を使って動 

く活動へと発展することができたと考える。右に 

に，発問のやり取りを記述する。 

 

 

 

 

 

 

(3)  身体を使ったリズム遊びをする 

身体を使ったごっこ遊びでは，オルガンでリズムを取り入れ，本山 益子（2009）が述べている， 

「動くことによってイメージが膨らむ」ということを考え，ごっこ遊びに展開させていった。幼児の 

表現したい意欲を受け止め，活動を進めていくと，「夜は静かな曲ひいて」「かけっこの曲」という

声が聞こえ，頭の中のイメージを身体で表現したいという意欲が湧き出てきたように感じた。 

そこで，「おさるさん，美味しそうにバナナ食べているね」「スキップが上手なうさぎさん」と， 

動きを言語化していくと，友達と動きを合わせたり，自由に身体で表現したりする姿も見られ，動

くごっこ遊びが一気に活動が展開していくことができた。友達とイメージを共有し，一緒に動く中

で，心地よさを感じ，表現する楽しさを味わうことができたのではないかと考える。 

また，検証保育後の保護者の聞き取り調査では，「ご家庭の遊びの中で，動物ごっこ遊びをして 

いる姿やセリフを言ったりダンスを踊ったりしている様子が見られましたか？」の質問に，保護者

から下記のコメントがよせられた。幼稚園で楽しかった，面白かったという心動かされる活動を経

験の充実を図ることによって，幼稚園と家庭と連続して遊びが続いていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の話し合いの場で 
教師「劇をしているとき，どんな気持ち？」幼児「楽

しい気持ち」教師「お客さんを，どんな気持ちにさせ

たい？」幼児「楽しかったなって気持ち」幼児「すご

いなって気持ち」教師「そのような気持ちになっても

らえるように，みんなはどうしようか？」幼児「うさ

ぎは，大縄跳び練習する」教師「いいね，うさぎグル

ープは縄飛びの練習を頑張るそうです。それぞれのグ

ループに分かれて，話し合ってみましょう」 

 

グループでの話し合い 

Y 男「みんなで協力してバナナ運ぼう」教師「どんな

風に運ぶのかな？」S 男「重たいふりして運ぼうぜ」

※ 実際に大きなバナナをみんなで運ぶ。 他のグル

ープの子「全然，軽そうに見えるよ」R 男「みんな，

足曲げてもとうぜ」教師「いいね，もっと重そうに見

せるにはどうしたらいいかな？」K 男「分かった，重

たい顔しよう」みんな「いいね」 

写真 35 重たいバナナを運ぶ様子 

 
写真 33 スクール式レイアウト 

 

写真 34 アイランド式レイアウト 

 



    

 

図 10 紙芝居表紙 
図 11 紙芝居とセリフを掲示 

２ 具体仮説(2)の検証 

 

 

 

 

具体仮説(2)では，「友達と思いや考えを共有し表現できる」ことについて，学級や少人数グループ

での活動の様子，幼児の変容や聞き取り調査の分析などから検証していく。 

(1)  思いや考えを共有し表現する 

思いや考えを共有することができるように，自分の考えを相手に伝えたり，相手の思いに気付い 

たり，気持ちの調節ができるような場面をつくっていった。劇のお話づくりでは，一人一人の思い

や考えを相手に伝えることができるように，少人数グループでの話し合いを取り入れた。そこで，

自分と違った意見の子がいることに気付いたり，困ったことを解決するにはどうしたらいいのか仲

間と考えたりできるような援助を行っていった。その結果，話し合いの中で自分の思いを主張する

ことが苦手だった子も，「こんなポーズはどう？」と友達に伝え「そうだね」と友達が自分の思いを

受け入れてくれたことで，自分の思いを伝えることができることができるようになってきた。 

神谷栄司（1999）は，「イメージは絵である」と述べている。友達と思いや考えを共有する環境 

の工夫として，話の内容を紙芝居にして読み聞かせを行い，紙芝居を学級に掲示し，視覚から入る

イメージを深めていけるように環境を整えた。すると，掲示を見て友達とセリフを交わし合ったり，

他のグループの子のセリフまで覚えたりする姿がよく見られた。その姿から，友達と思いを共有す

るきっかけづくりになったと考えられる。 

頭の中のイメージをセリフや動きのやり取りへとつなげていけるよう，話し合いの充実を図って 

いった。その中で，「○○と，○○○は二人跳び上手」「大きな声でかっこいいね」と相手を認める

声も多く聞こえるようになってきた。振り返りの場では，そのことを話題にして「何で上手なのか

な？」「どこがかっこいいかな？」と発問し，みんなで思いを共感し深めていけるようにしていった。

すると，友達のやり方を真似して表現したりする姿も見られるようになってきた。思いを共有する

ことは，動きや言葉で表現する活動を活性化させると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  友達と協力する 

ごっこ遊び，劇遊びでは，友達と同じ動きをしたり一人一人がそれぞれの自己表現を楽しんだり 

する姿が見られた。しかし，劇創りでグループに分かれての活動では，友達とセリフを交わし合っ

て練習しているのにかかわらず，隣のグループの演技が気になり飛び出したり，自分のやりたいこ

とを優先させて友達を困らせたりする姿も見られるようになってきた。その姿も受け止めながら，

グループの友達が困っている様子に気付けるような援助をしていった。また，意図的に友達と協力

しないとうまく表現できない場面をつくり，どうしたらいいのか考えることができるような環境を

設定していった。 

振り返りの場で，繰り返し話し合いをもつことで，友達と一緒に活動する楽しさや，仲間と協力 

することで劇創りが続けられることにも気付いていけるようになっていった。また，うまく練習が 

できたグループに，なぜうまくできたのか，そのときの気持ちはどんな気持ちだったのか聞いてみ 

たりすることで，一人一人が協力することの必要性を感じ，仲間と一緒に取り組む楽しさを味わう 

ことができたと考えられる。 

 

 

 

劇創りの場において，学級や少人数グループでの活動の中で，友達と思いを伝え合い，思いや考え

を共有することができる援助を工夫することで，友達と思いや考えを共有し動きや言葉で表現する

ことを楽しめる子が育つであろう。 
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図 12 紙芝居の内容 



    

 

(3)  伝え合う喜びを味わう（Ｃ男の変容） 

 

 

 

 

 

みんながごっこ遊びを楽しむ中で，考え込み，その場から動かないＣ男。 

 

 

 

 

 

 

 

爬虫類館で，頭の中のイメージのヘビを探すＣ男。 

 

 

 

 

 

 

劇創りでは，ヘビはあっちこっちにも首が曲がるということで，片付け名人と決まった。しかし，

劇の中で片付けるものがなくて，出番がないと困っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ男の行動と，内面理解に努めた保育を展開していくことで，友達と思いを伝え合う楽しさを味 

わい，劇創りに意欲的に取り組む姿が見られるようになったと考える。 

また，発表会後の保護者から「お家で，ヘビはこんなって動いて出てくると，身振り手振り考え 

ながら話していました。伝えたいという思いを強く感じましたよ。いつもは，話を聞かれて話すタ

イプだったんですけどね」という声も聞かれ，友達と思いを伝え合う経験を重ねることで，保護者

に思いを伝えるようになったＣ男の心の動きを感じ取ることもできた。 

 

 

 

  

 

Ｃ男の様子（１０月） 

いろいろな活動の中で，友達と一緒に遊びを楽しみたいという思いはあるが，なかなか友達の輪

に入れず遊びを傍観したり，友達に遊びに誘われるまで一人遊びをしたりすることが多い。また，

自分の思いを言葉で表現すことが苦手である。 

Ｃ男の変容（１２月） 

自分の思いを友達に伝えようと，自分から友達に話しかけ会話を楽しむ姿が見られるようになっ

てきた。また，友達と思いを共感していく中で，自分のアイディアを友達に提案したり，困った

場面で折り合いの気持ちを付けようとしたりする姿が見られるようになった。 

１回目の検証保育 
教師「Ｃさんは，ヘビになりたかったの？」 

Ｃ男「うん，ヘビは包まるわけ，だから何か包まるものないか考
えていた」 

教師「ヘビは包まるの？」 Ｃ男「うん」 

教師「秋の遠足で動物園に行くでしょ。ヘビもいるかな？」 

Ｃ男「いるいる」 教師「遠足楽しみだね」 Ｃ男「うん」 

Ｃ男に寄り添い，思いを聞いて共感し，
安心して思いを言葉にできるような援助
をした。 

ヘビになりたいイメージはあるが，どう表
現したらいいのか考え込み動けないＣ男。 

秋の遠足（動物園の爬虫類館にて） 
Ｃ男「見て，包まっているヘビいた」 

教師「本当だ，みんな見て」 友達「本当だ，包まっている」 

友達「Ｃが言っていたのは，こういうことだったのか」 

Ｃ男「そうだよ」みんな「すごいね，ヘビ」Ｃ男「うん」 

教師「こんなヘビに変身できる？」みんな「できる今度やろう」 

自分のイメージが友達に受け止められて，
満足気なＣ男。 

他児にも，Ｃ男がイメージしていたこと
を感じ取ることができるような援助をし
た。 

劇創り（話の内容を考える過程） 
教師「何か，片付けるものないかな？」 

Ｋ男「分かった，うさぎさん縄飛びしたら片付けないで置いとい
てもらおう」 Ｃ男「いい考えだね」 

※ 早速，うさぎグループにＫ男と交渉にいく。 

Ｋ男「うさぎさん，縄飛びしたら，忘れて置いといて」 

Ｎ子「嫌だ，遊ぶってことは片付けまでだよ」 

Ｃ男「俺たち，片付けるものがないわけよ」 

Ｉ子「嫌だ，自分で片付けるよ」 Ｋ男「俺たち劇に出られない？」 

教師「困ったね，何か片付けるものないかな？」 

Ｍ子「分かった，忘れているつもりしればいいんじゃない？」 

教師「それ，いい考えだね。いつもはしっかり片付けまでするけ
れど，忘れたつもりするってこと？」 Ｍ子「そうそう」 

※ 几帳面なうさぎグループに，笑みがこぼれる。 

うさぎグループ「忘れているつもりするよ」「つ・も・り」 

Ｃ男「やった，ありがとう」ヘビグループ「やった劇に出られる」 

教師「よかったねヘビグループさん。うさぎチームさんありがと
う。では，忘れたつもりでお願いしますね」 

※ 話の内容づくりが始まっていった。 

グループのＫ男と，考えたことを一緒に
伝え，それが受け入れられた経験によっ
て，伝え合う喜びを味わうことへとつな
がった。 

互いの思いや考えを伝え合い，相手の気
持ちに気付けるように配慮した。また，
気持ちの調節をしていくことができるよ
うな言葉かけをしていった。 

友達と思いを伝え合う喜びを味わったこ
とで，意欲が高まり，友達と協力して活
動に取り組む姿が見られるようになって
きた。 



    

 

３ 保護者の聞き取り調査 

   生活発表会後の保護者による聞き取り調査で，「生活発表会の劇（きらきらジャングル幼稚園）の練 

習から発表会まで，楽しんで取り組むことができましたか？」の質問に，下記のようなコメントが寄

せられた。家庭でも生活発表会までの過程を楽しんでいる姿から，劇遊びは，イメージを動きや言葉

で表現することを楽しむには効果的であることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ⅸ 研究の成果と課題 

１ 成果 

(1)  ごっこ遊びの場において，絵本やペープサートを活用してイメージを膨らませていく中で，教 

師が思いや考えを引き出す発問をしていくことで，やってみたいという意欲が高まり，イメージ

したことを自分なりに身体で表現することを楽しむことができたと考える。 

(2)  劇創りの場において，友達と思いや考えを共有する話し合いの工夫をすることで，思いを伝え 

合う楽しさを味わい，園生活の中で友達に思いを伝えようとする態度が育ってきた。 

(3)  ごっこ遊び，劇遊び，劇創りという流れで指導計画を立て検証を展開していったことで，自分 

の思いを表現することから，仲間と共に思いや考えを共有し表現していくことへとつながり，友

達と協力して取り組む中で互いに認め合う姿が見られるようになった。 

 ２ 課題 

(1)  個々の実態を把握して検証保育へと取り組んでいったが，気になる子への援助や言葉かけが十 

分でなかった。今後も幼児理解に努め，個々に応じた援助の見直しをしていく必要がある。 

(2)  活動の中で，幼児がイメージを広げていけるような発問をしていったが，思考を深めていける 

ような発問が足りなかった。発問の仕方をさらに工夫していく。 

(3)  友達と思いを共有するには，自分の思いを伝えたり，相手の思いに気付いたり，時には気持ち 

の折り合いを付けるなどの経験が必要である。今後も，園生活の中においてそのような場面を捉 

え，個々に合った継続的な指導を深めていく必要がある。 
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